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本
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は
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敬
大
拳
終
済
皐
肝
究
舎
一
訴
す
る

本
合
は
経
済
的
措
干
の
研
究
お
ー
よ
び
そ
め
設
表
を
目
的
と
十
町
〉

本
舎
は
左
の
事
誌
を
行
う

一
、
雑
誌
「
半
敬
経
済
拳
桝
究
」
の
琵
布

三
、
研
究
合
お
よ
び
講
演
舎
の
開
催

一
一
一
、
そ
の
他
委
員
舎
に
お
い
て
適
常
と
認
め
た
事
項

木
舎
は
左
の
合
員
を
以
て
組
織
す
る

二
普
通
合
員
守
一
敬
大
吋
晶
子
絞
都
島
一
時
部
殺
職
員
お
よ
び
在
皐

生

二
、
特
別
合
員

ィ
、
木
県
経
済
的
伊
部
卒
業
生

ロ
、
そ
り
他
委
員
舎
の
承
認
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た
岩

木
舎
に
左
の
役
員
を
置
く

一
、
令
長
本
間
同
一
4

絞
午
前
組
中
部
長
が
こ
れ
に
許
可
守

二
、
委
員
本
同
学
摺
済
民
中
部
教
授
、
助
計
授
、
亭
任
諮
師
が

こ
れ
に
賞
る

一
二
、
幹
事
零
員
の
互
選
と
ナ
る

四
、
監
事
吸
引
口
県
の
互
選
と
ナ
一
叶

合
員
は
合
費
一
と

L
て
年
額
金
三
百
闘
を
納
あ
る
も
mu
と
ナ
る

倉
員
に
は
雑
誌
を
頒
布
ナ
る

本
舎
の
事
務
所
は
立
鉄
大
事
経
済
血
中
部
研
究
室
内
に
置
く

本
食
測
の
改
正
は
委
員
舎
の
決
議
に
よ
る
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